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研究分野：美術教育 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：総合的学習、表現教育、カリキュラム開発研究 
 
１．研究計画の概要 
 美術科をはじめとする芸術教科でも教科
内容の充実と同時に、総合的学習の観点から
も表現教育の可能性が探究されている。本研
究では、芸術教科である美術科を表現教育と
して捉え、これを基盤とした総合的な教育内
容とカリキュラムを試作する。さらに表現教
育として「音楽」の要素も取り入れるととも
に、今日的課題である「映像教育」との有機
的調和を可能にする教材、カリキュラムを作
成することを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)美術における色彩と、音楽における「音」
との相関性の研究を行った。ある一つの感覚
が、他の分野の感覚を引き起こすことを共感
覚と呼んでいるが、その中に音にともなって
色が見えると言う色聴がある。視覚と聴覚が
同時に生じる現象である。またその連想とし
ては、一般に高い音には明度の高い色彩を、
低い音には低明度の色をイメージしやすい。
また造形教育の教材として、ある音楽の曲全
体を聴くことによって、そのイメージを抽象
的な色彩や形態で表現する方法もある。さら
に幼少期にピアノを教授する場合に、音と色
とを相関させていく方法（色音符法）もらい、
これも音と色に情緒的な共通性があり原初
的に結びつき安い現れである。このような共
感覚や連想を含めた多様な対応関係に関す
る学術調査及び研究資料の収集を行い、それ
に基づく教材・カリキュラム開発研究を行っ
た。 
 
(2)映像教育については、その基本として特
に「光」を素材とした研究を行った。光には
自然光と人工光があり、その性質には透過、

反射、屈折、干渉、回析などの特性がある。
光を使った造形には、これらの性質を利用し
た表現や光源自体を造形作品の要素とした
もの、また光を媒介としながら画像を記録す
る写真・映像表現などがある。そして、光の
造形が科学技術の進展にともないその表現
を拡大していくなかで、今日の学校教育の教
材としても取り入れられるようになった。例
えば、中学校学習指導要領（美術）における
「光」や「写真などの映像メディア」の内容
であり、中学校教諭免許状（美術）における
「映像メディア」の規定である。これらの映
像メディア表現に関する教育は、情報化社会
に対応するための領域であり、光や写真、映
像などの教材においても、視覚的環境をより
有効に充実させる手段として設定されてい
る。この映像教育に関して、学術調査と研究
資料の収集を行い、それに基づく教材・カリ
キュラム開発研究を行った。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 美術と音楽との相応関係に関する先行研
究を収集・調査し、それらについて分析と実
験を行った。また美術を基盤とした表現教育
に関する資料の収集し、これを検討・分析し
た。同時に映像化された表現教育の資料を検
討し、視覚的メディアによるコミュニケーシ
ョンの立場から教材を作成して、カリキュラ
ムを研究した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)表現教育と映像教育との関連性を検討で
きる教育内容の調査とカリキュラム研究を
行う。ここで明らかにすることは、表現教育
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と映像教育のカリキュラム構造及び教材構
造である。これまでの研究調査をもとに総合
的学習における表現教育の具体的カリキュ
ラム案及び映像化された教材を研究する。そ
して、教員養成におけるカリキュラムも試作
し、芸術教科を基盤とした表現教育と映像教
育の総合的展開の可能性を明らかにする。 
 
(2)美術を基盤とし、音楽及び映像教育を含
めた表現教育のカリキュラムと教材を研究
する。こうした試みは美術教育の方法や教材
を開発するうえで一つの手がかりとなるも
のである。特に今日、小学校や中学校におい
て複合領域での教材研究やあるいは総合的
な学習における教材研究の取り組みとして
有効に機能すると考えられる。そのため、こ
れらのカリキュラムにおける指導法の試案
を作成し検討する。 
 
(3)映像化された教材とそのデザインの研究
を行う。映像に関する教育は急速に進展する
情報化社会において不可欠の内容を持って
いる。ここでは美術と音楽・映像の融合によ
り新たな表現教育の内容と方法を明らかに
する。それらのカリキュラム及び教材を具体
的に統合し、研究の総括を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
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